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【全国公共図書館協議会研究集会講演記録】  
テーマ 利用行動と利用意識から見る「場」としての図書館 

講 師 愛知工業大学工学部建築学科 教授 中井 孝幸 

 
平成28年７月８日（金）に開催された全国公共図書館協議会研究集会の講演記録を別冊

としてまとめました。 

今回は、中井教授の調査・研究をもとに、図書館に何が求められているかということを

建築の視点から御講演いただきました。 

なお、この講演記録は実際の講演内容を再構成したものです。 

 
 

はじめに 

 ただいまご紹介にあずかりました、愛知工業

大学の中井と申します。今日は大変たくさんの

方々が来られておりまして、大変緊張しており

ます。私は先ほどご紹介がありましたように、

建築という分野から研究しておりまして、利用

者が図書館をどのような思いを持って利用され

ているのか、実際どこに滞在されているのか、

ということを今まで研究してきております。 

 今まで、全国で公共図書館と大学図書館を合

わせて、大体50館ほど調査をしてきました。そ

ろそろ何かきちんとまとめないといけないなと

思ってはいるのですが、こういった会にお呼び

いただきまして、その都度、少しずつまとめて

いけたらと思っております。 

 今日は96枚という大変多くの資料、スライド

を持ってきましたので、大変駆け足でございま

すけれども、皆様に少しでもご参考になればと

思いまして、いろいろな事例の紹介を中心にお

話ししていきたいなと思っています。それでは

よろしくお願いいたします。

 

〈図１〉研究テーマ 

 先ほどご紹介がありましたけれども、この「場」

の概念から見たとか、赤字で書いてある、科学

研究費、科研費というのもので、３年間、研究

費をいただいていましたので、それを少しお話

します〈図１〉。 

 もともと私は病院の建築の研究をずっとして

いたのですが、大学院のときから図書館に移り

まして、そこからずっと図書館、学校、病院、

福祉施設などの建築を研究しています。 
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〈写真１〉研究集会の様子 

 皆さんは、公共の図書館のお立場の方々が多

いと思いますが、現在、大学図書館のほうでも

調査をしておりまして、今、大学図書館でどの

ようなことが行われていて、それはまた公共図

書館にも大変参考になるのではないかと思いま

したので、今日は公共図書館と大学図書館、そ

れぞれあわせてお話ししたいと思います。 

 ご存じのとおり公共図書館は、貸出型から滞

在型、課題解決型というふうに変化してきてい

ると、私たちの建築計画学の教科書にもこのよ

うに書かれております。 

大学図書館のほうは、個人学習から少しコミ

ュニケーション、話しながら勉強するというこ

とで、ラーニングコモンズというものが、全国

の大学で整備が進んでおりまして、両方とも「場

所」という言い方もあるかもしれませんけれど

も、「場」としての図書館というものへの関心が

高まっているのではないかと思っております。 

 私たちはそういった意味では、公共図書館や

大学図書館で、来館者の方々に直接、アンケー

トを配っておりまして、それは入館時にアンケ

ートを配布し、退館時に回収しています。です

から、入館と退館のときに時間をちゃんと書い

ておりまして、お一人お一人の滞在時間も把握

しております。 

 そのほかに、調査員が各フロアに分かれて巡

回します。そこで何をされているかということ

を調査用紙に書いていく、巡回プロット調査と

いうものを行っています。 

 あとは、ちょっと後で出ますが、追跡調査と

いうのも行っておりまして、そういったものも

少し、あわせて皆様にお話ししたいなと思って

おります。 

 こういった調査から、「にぎわい」の場という

ものが形成されておりまして、そういったもの

から利用者が図書館に何を期待しているのかと

いうこと、あるいは公共と大学で共通点、ある

いはそれぞれ違う点が当然あると思いますけれ

ども、そういったものも一緒に整理をしていき

たいと思っております〈図２〉。 

 

〈図２〉公共図書館と大学図書館 

 まず、公共図書館で利用者を惹きつける図書

館サービスということで、これは私の学位論文

の際、最後の結論として上げたものです〈図３〉。 

 

〈図３〉公共図書館と大学図書館 

 公共図書館を使うときには、やはり子供が大

変重要、きっかけになっているのではないかと
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考えています。子供さんが利用するということ

もあって、それを親御さんが連れていくことに

なります。親と子供がファミリーで利用し、子

供は小学生ぐらいまではよく来てくれます。子

供さんを連れていくのはだんだんお母さんにな

ってきまして、お母さんと子供がよく使う。 

 その子供がやはり中学生になりますと、今度

は親ではなくて友達と図書館を使いたがる、あ

るいはクラブとか塾が始まって、図書館を離れ

ていってしまうというようなことになります。 

 一方、では、お母さんはどうかというと、お

母さんは実はそのまま本を借りていってくれま

す。皆様もよく中を見ていただけるとわかると

思いますが、女性の方は大変よく本を借りてい

ると思います。あるいは、リクエストとか予約

とかを入れられる方はほとんどが女性だと思い

ます。 

 そういった主婦の方々は大変図書館の本をち

ゃんと読んでいるのですが、やはりお母さんた

ちは本を借りることがメインなので、どちらか

というと、新しい本が入っているかということ

を重視していると思います。あとは、お母さん

は英会話だったりテニスだったりお料理だった

り、いろいろな活動を地縁的なつながりでされ

ています。ですから、図書館だけではなくて、

ほかのサービスも使われていますから、その図

書館利用につなぎとめておくためには、やはり

新しい本をきちんと用意しておくということが

大事だと思います。 

 それから一方、「有職男性」と書いてあります

が、お父さんたちは実は１人で使うようになり

ます。多分、どこの図書館もそうだと思います

が、高齢者の方々のほとんどが男性だと思いま

す。それは、定年退職した後の行き場がなくて、

やはり図書館を利用されている方が大変多いと

いうこともあるかと思います。 

 実はこのお父さんたちというのは単独で来ら

れて、この人たちは滞在型利用なのです。大変

長く時間を使います。週に数回以上、もうほと

んど毎日来られる、常連客です。その人たちが

65歳になって、高齢者になってもずっと使い続

けるということになっています。 

 ですから、ある一家で、ライフステージと言

いますけれども、そういったライフステージの

中でも、各図書館で求められているものが違う

ということがわかります。 

 今日はあまりお話ししませんが、お父さんた

ちはどちらかというと、大きな図書館へ行きた

がります。蔵書冊数が大きいところに行きたが

ります。お母さんたちは、どちらかというと近

いところに行きたがります。 

 私たちが調査をさせていただいた結果は、ほ

とんどが地方都市です。ですから、東京都か関

東圏の公共交通機関が大変発達しているところ

では合わないことはあると思いますが、日本の

７割ぐらいは、ほとんどが地方都市ではないか

なと思っていますので、どちらかというと、地

方の利用状況のことをお話ししているというこ

とを見ていただければと思います。 

 また、私たちが調査をさせていただいている

ときに、アンケートの項目で、図書館に対する

イメージをお聞きしています。図書館の皆様か

ら見たら、図書館に対するイメージとは何かと、

ちょっと怒られるかもしれませんが、私たちと

しては、利用者の方々の周りには、公民館、美

術館、博物館、体育館など、いろいろな施設が

あるわけなので、そういった中で図書館という

ものに対してどのようなイメージをお持ちかと

いうことをお聞きしています〈図４〉。 

 

〈図４〉利用者の新しい図書館に対するイメージ 

 やはり「知りたいこと・調べたいことがわか
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る」というのが６割ぐらい、非常に高い値を示

しておりますけれども、「新しい興味や関心が見

つけられる」だとか、「気分転換できる」という

ようなことも、35％、25％ということで、大変

多くの方々に答えていただいています。図書館

というのは比較的、日常の施設、リピートの施

設だと言われていますけれども、利用者の方々

の中には、ちょっと気分転換、要はそういった

非日常性を期待して利用されている方もいらっ

しゃるということだと思います。 

 それから、これは来館者調査ではなくて、地

域調査という、地域の方々に対して、いろいろ

な施設がありますけれども、その中で図書館を

使っているかという調査をすると、地域人口に

対する利用者の割合というのは、約30％です。

これは20年前に調査した結果ですけれども、多

分、ほぼ変わっていないと思います。 

 これは、私たちは三重県の津市というところ

で調査させていただきましたけれども、慶應義

塾大学の糸賀先生が、千葉県の柏市でも同じよ

うな調査をされていて、そのときもやはり、地

域人口に対する利用者の割合というのは30％ぐ

らいでしたので、多分、これはほぼ変わらない

のではないかと思っています。 

 これが高いか低いかというと、非常に高い割

合です。公民館とか体育館は10％ぐらいしかあ

りませんので、そういった意味では、図書館の

３割というのは非常に高いと思っていただいて

いいと思いますけれども、依然、７割の方々は

図書館を使っていないということはあると思い

ます。 

 一番多いのは35％で、ホールが一番高いです。

でも、ホールは月に１回使うような施設ではご

ざいませんので、そういったことを考えますと、

図書館の３割というのは大変高いと思います。

けれども、やはり残りの７割の方々がまだ使っ

ていないということがありますので、この７割

の方々に対して、もう少し近づきやすく接しや

すい、親しみを持って使われるということを考

えていく必要があるのではないかと思っていま

す。 

 

１ 図書館における居場所形成 

 今までが私の学位論文の話でした。８年かけ

て書いた論文を10分ぐらいで話しましたが、こ

れからは愛知工業大学に移ってからの研究の成

果です。 

 これはそのアンケートをやったときの10分刻

みの滞在時間の分布を示しております〈図５〉。

今、滞在型と言われておりますけれども、10分

刻みで利用者さんを見ると、やはり20分という

のが一番多いです。やはりその20分で帰られる

方々が大変多くて、30分ぐらいまでの方々を足

し算すると、４割から５割ぐらいです。ですか

ら、１日に来られている半分とか４割ぐらいの

方々は、30分未満で帰られているということで

す。 

 しかし、平均滞在時間をとると60分ぐらいに

なります。それはなぜかというと４時間以上勉

強している人たちがいるからです。岡崎、日進、

碧南、田原、稲沢、これは全部愛知県の図書館

を調べていますが、愛知県は学習室というのを

図書館の中につくっています。ですから、勉強

目的の学生さんが使っているので、ちょっと滞

在時間が長くなっているかと思いますけれども、

このような形になっています。 

 ただ、私が三重県でやったときの20年前の調

査では45分ぐらいでしたので、それに比べると、

これでも滞在時間は少し長くなっているかと思

います。 

 

〈図５〉貸出利用から館内滞在型の利用 
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 こちらは少しわかりにくいかもしれませんけ

れども、この青い上のほうのラインが、実はプ

ロット調査という方法で、巡回して調べたとき

に座っている人の数を数えています。要は、椅

子に座っている人が、そのときにいた滞在者数

に占める割合です。分母が滞在者になっていま

す。10分とか15分置きに調査しますので、時間

ごとの刻みでやっています〈図６〉。 

 

〈図６〉貸出利用から館内滞在型の利用 

 これを見ていただきますと、午前中とかお昼

からの人たちがよく座っているということはあ

まりございません。朝に来ている人も、昼に来

ている人も、夕方に来ている人も、ほぼ座って

います。この座っている人たちは、多少ずれて

おりますけれども、平均で65％ぐらいです。で

すから、そのときにいらっしゃる３分の２の人

が座っているということになると思います。 

 まず、これは要するに分母が滞在者数です。

座席数、要はその席数で見ますと上がり下がり

があります。これは入館者のピークにほぼ形が

比例しているのですが、それでもこれは10月、

11月ぐらいに調査していますので、秋の10月、

11月ぐらいの調査でいくと、大体50％ぐらいで

す。要はピーク、一番多いのは２時半ぐらいで

す。多分、皆さんも大体そうかと思います。２

時半ぐらいが一番多いと思います。そのときで

も50％ぐらいです。 

 これは学生の試験期ではありません。普通の

期間のときです。ですから、席もそうだと思い

ますが、４人がけの席に４人座るということは

ほぼないと思います。ですから、基本的には２

人。あるいはカウンター席でも１席ずつ必ず空

けて座ると思いますので、一番多いときでも大

体50％ぐらい。これが多分、マックスだと思っ

ています。 

 ですから、こういった調査結果を使っていく

と、大体図書館に何席の座席数が要るのかとい

うのは、逆算することもできるのですが、それ

はちょっとお話としては、また違う機会にした

いと思います。 

 それでは事例として、愛知県の田原市の図書

館を皆さんに見ていただきたいと思います。田

原市の図書館は、少し複合しているのですけれ

ども、この細長い、もともと駐車場があったと

ころに図書館が後から増築されました。 

 平面図上の点は、１日に行っていた人たち、

プロットの数です。赤いのは女性、青いのは男

性です。このように館内全体に。これは１階で

す。２階建てなのですが、今日は１階だけお示

ししています。このようになっています。 

 それで、アニメーションをつくりましたので、

見ていただきたいのですが、この赤いのが女性、

青いのが男性です。これが10分刻みで動いてお

ります。皆さん、見ていただいたらわかると思

いますが、結構人が動いていると思いませんか。

ずっとひとところにいるというわけではなくて、

結構動いています。 

 ですから、滞在時間が20分、30分というお話

もしましたけれども、結構、中の利用者の方々

は、じっと１時間ぐらい同じ席に座っていると

いうことがあまりなくて、実は動かれています。 

 あとは、人気の席はあることはあるのですが、

隅々までいます。人がこんなところいないかな

と思うようなところにも人がいます。ですから、

隅々のところにいますし、結構人が動いている

ということです。 

 今日のこれではちょっとわからなかったかも

しれませんけれども、女性のほうが立っている

割合が高く、男性のほうは座っている割合が高

いです。男性は、図書館の中で本を読むので、

座ります。女性は本を借りて帰るので、本棚の
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間に立って探しています。明確にその差が出て

おります。 

 一方、もう一つ、岡崎です。岡崎の図書館、

これは２階建てですが、大変大きな90万冊の市

立の図書館です。天井が高くて、２階のポピュ

ラー・ライブラリーと言われているところは天

井の高さが５メートルぐらいあります。子供の

図書館と一般のところがちょっと、エントラン

スホールというか、通路で別空間に分かれてし

まっています。そして、１階にレファレンス・

ライブラリーということで、専門書が置いてあ

るということです。 

 これは日進の図書館です。日進の図書館は、

ポピュラー・ライブラリーとよく言われるとこ

ろの隣に子供図書館があります。真ん中に雑誌

コーナーがあります。２階はレファレンス・ラ

イブラリーというふうになっております。 

 この岡崎と日進の図書館で調査をしたときに、

なぜこの図書館を選んだのかという理由を聞い

ています。今まで図書館の調査をするときは、

ほぼ「図書が充実している」か「家から近い」

でしたが、「館内が明るい」というのが３番目に、

結構高い割合で選ばれています〈図７〉。 

 

〈図７〉図書館の選択理由 

図書館というのは、明るさに対しては非常に

ナーバスな建物ですが、利用者にしてみれば、

やはり暗くじめじめした図書館よりも、どちら

かというと、窓が大きくて明るい図書館のほう

がいいということがある。光の扱い方は大変注

意しなければいけないと思いますけれども、館

内が明るいということは、それなりに評価をさ

れております。明るさというのは単純な照度だ

けではなくて、私は開放感だとか吹き抜けとか、

そういったものもひっくるめて、そのものも選

ばれているのではないかと思っています。 

 こちらが日進のプロット図です。こちらの変

わった形をしているところが学習室です。あと

は、どこが一番人気かというと、２階の吹き抜

けに面したカウンター席です。やはり吹き抜け

だとか窓際の席とか、そういったところが大変

人気の席になっています。 

 こちらは日進のアニメーションです。これも

同じように見ていただきたいのですが、こちら

が学習室です。ですから、ここで若い学生さん

とか、一般の成人の人が勉強していますけれど

も、彼らもじっとそこで勉強しているわけでは

なくて、ちょっと動いています。ですから、学

生も、私たちが調査していると、結構一般のほ

うに出てきます。児童書のほうに昔懐かしい本

があったり、あるいは難しいことが実は平易な

言葉で説明してあったりしますので、そういっ

たことで児童書のところに結構来ていたりしま

す。あとは雑誌もあるので、そういったことで

来ていたり、人恋しいのか、こういう人通りが

多いところの大きなテーブルの隅っこに座る率

も高くなっている。これはいろいろな図書館で

実はそんなことになっています。 

 やはり、先ほど見ていただいたように、田原

と同じように人が動いているということと、

隅々まで動いているということがわかりました。 

 岡崎と日進で大変おもしろい結果が出ました

ので、ご紹介したいと思います。実は子供たち

の利用ということで見ますと、先ほどお話しし

た岡崎は、これは実は設計のワークショップを

やっているときに、岡崎城と、徳川家康が生ま

れた菩提寺があるので、そこの軸線を大事にし

たいということになり、結果、一般開架と児童

開架が明確に分かれてしまったのです。階が変

わっていることもあるのでいいかとは思ったの

ですが、ここを見ると、実は子供たちだけで利

用している場面が大変多く観察されました。そ
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れは別に悪いことではないのですけれども…。 

 一方、日進市のほうでは、子供と親御さんが

一緒に使っているという場面が多くなります。 

 私たちは姿勢に着目して見たのですが、実は

岡崎のほうは床にしゃがんでいる人たちが大変

多かったです。床にぺしゃっと座っている。子

供たちなので、そういったことは多いのではな

いかと思われるかもしれませんが、一方で、日

進はちゃんと椅子の上に座っている子供たちが

多い。 

これはなぜかなと思ったときに、実は岡崎の

本棚が、長いところで７連あります。１連は900

なので、７連だと6.3メーターです。そうすると

やはりなかなか書架の間から、閲覧席が空いて

いるのかどうかが見えないというのもありまし

て、回り込んでいくのが面倒くさいので、子供

たちはそこで座ってしまうのです。親子で使わ

ずに子供たちだけで来ているので、だらしなく

座っている感じなのです。日進のほうは書架の

台数が５連です。それで書架の間から閲覧席が

見えています。ですから、空いているかどうか

がわかるので、彼ら、子供たちは座っている。 

 これは大変大きなことだと思いました。これ

は別に設計者が悪いわけではありません。多分、

打ち合わせのときに、図書館の方々は大変本を

たくさん置きたがると思います。やはり開架に

はたくさん本を置きたい。１冊でも多く置きた

い。やっぱり１連でも多く置きたい。ですから、

効率的に置けることを考えると、連数を長くし

て規則正しく置いたほうが大変たくさん置けま

す。けれども、それによる弊害もやはり生まれ

ているのではないかなと思いますので、そのあ

たりは上手に考えていただきたい。 

 特に子供のところです。子供のところは５連

以下にしていただきたいと思います。大人のと

ころは６連でもいいかなと思いますが、７連は

やっぱり長いと思います。まあ、大人はぎりぎ

り７連でもいいかなと思います。 

 あとはその一方、これだと岡崎さんがちょっ

とかわいそうなので、岡崎さんの大変いいとこ

ろを言うと、ＹＡ（ヤングアダルト）が実は岡

崎のほうがよくて、日進はここが児童コーナー

で、ティーンズコーナーというのがこのそばに

あります。このティーンズコーナーはよく利用

されています。けれども、私たちがプロット調

査をしたときに見ると、ここは子供たち、要は

小学生がティーンズコーナーをよく使っていま

す。ですから、中・高生があまり使っていませ

ん。 

 逆に岡崎は、先ほども言いましたように、こ

の廊下というかエントランスで分断されていま

すので、子供のほうにティーンズコーナーがあ

るのではなくて、大人のほうの特にＡＶとかそ

ういった視聴覚資料とかが置いてある、比較的

パソコンとかが使える、にぎやかなところにテ

ィーンズコーナーを置いていまして、これは大

変よく使われていました。 

 ですから、彼らはなかなか立ち位置として難

しいので、子供のところにあるよりは、どちら

かというと一般側のところに置いておいてあげ

たい。でも、図書の分類としては、やはり児童

に近いかなと思ったりもするのですが、それは

各図書館、もしティーンズコーナー、ＹＡとか

を計画される場合は、どういうふうに考えられ

てつくるかというのは、各図書館で考えられた

らいいと思いますが、私としては、彼らは彼ら

でちょっと離してあげたほうがいいのではない

かと思っております。 

 

２ 図書館の「場」としての役割 

 ２つ目、図書館の「場」としての役割という

ことで、今度は大中小、大きな図書館から小さ

な図書館までいろいろな調査をしましたので、

それぞれの図書館の特色と、「場」としての役割

とありますが、図書館の役割というものは何か

ということを少し、３つの視点から考えていき

たいと思っております。 

 まず１つ目が小布施町立図書館です。「まちと

しょテラソ」と言われておりますが、大変ユニ

ークな図書館ができております。元館長さんが

花井さんという方で、少し映像プロデュースを

されていた方で、そういった方が館長をされた
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ので、大変ユニークな活動をされておりました。 

 ＭＬＡ連携などもとても頑張って、観光の案

内とかそういったものも取り組まれてきたので

すが、小布施のまちのパン屋さんのご主人など

を図書館に呼んで、そこでアーカイブ、要はビ

デオでインタビューされるんです。そのインタ

ビューで、失われていく昔の小布施のまちの町

並みであったり、どうだったかという話を、お

一人お一人いろいろな方々からお聞きして、そ

れをちゃんとＤＶＤで加工されて、編集をして、

地域資料として図書館で利用されています。 

 そういった活動は大変ユニークでいいなと思

いました。やはり図書館というのは本、冊子媒

体ではなくて、映像として残すこともできます

ので、インタビューを撮って、それを全部図書

館でやられたというのが大変ユニークだなと思

いました。 

 でも、これは実は1,000平米という大変小さな

図書館でして、三角形という大変ユニークな形

をしています。私たちも調査をさせていただい

て、アンケートもして、この図書館は大変いい

図書館だということが多分、利用者さんから返

ってくるだろうと思っていたら、実は全然違い、

アンケートの裏にご意見をお書きくださいと書

いてもらうと、もうほぼ全員から「うるさい」

というご意見が多くあったんです。 

 それは多分、何かというと、「なまこソファ」

というのがありまして、大変バウンドがある、

子供たちがキャッキャ、キャッキャ跳びはねて

いるところがあります。児童コーナーはこちら

にあり、非常ににぎやかなゾーンです。こちら

とこちらが閲覧席で、大変静かなゾーンになっ

ています。その閲覧席の真ん中に「なまこソフ

ァ」があるのです。ここで子供たちがワイワイ

騒ぐので、これがうるさいというご意見ばかり

です。 

 ほんとうにその意見ばかりでしたので、小さ

な図書館なので、それはもう諦めなさいとかで

はなくて、小さくても静かなゾーンとちょっと

にぎやかなゾーン、私はこれはやはり分けるべ

きだと思っています。たとえ1,000平米、800平

米の小さな図書館でも、これはきっちりやはり

分けるべきだと思います。 

 これであそこはいつもうるさいとなると、使

わなくなってしまうのではないかなと、そちら

のほうが心配なので、どちらかというと、やは

りいろいろな方々が使われるということを前提

にして、だからにぎやかなところで騒いでいる

のにうるさいというのはちょっとなしにして、

静かなところで騒いでいるのは、ちょっとここ

は静かにしようねというのは言ってもいいと思

うんです。ですから、そういったことはちょっ

と考えさせられた事例でした。 

 次が、これは滋賀県の愛知川図書館です。愛

知川は、表のここが図書館、これが「びんてま

り」という歴史資料館、地元の資料館がくっつ

いているのですが、そこにフィールドアスレチ

ックがあります。こういう遊具です。これが大

変、効いております。これは大変すばらしいで

す。図書館に公園というのは、ここの施設はそ

うですが、大変相性がいいと思っております。 

 それはなぜかというと、やっぱり子供たちが

本を読んだときに飽きて、何かもそもそ、ごそ

ごそし始めるので、外で遊んでこいと。子供た

ちは外で、ここの遊具でがーっと遊んで、また

図書館に来て、また出ていって、また帰ってき

て、また出ていってということを何回も繰り返

して、半日ぐらいずっとやっています。ここの

一番よかったのは、子供たち同士で来る利用率

がものすごく高かったのです。 

 ちょっとお話しするのが遅くなったのですが、

私たちが調査しているのは、ずっと土曜日です。

土曜日、開館から閉館までアンケート調査をさ

せていただいて、土曜日１日なので、たまに平

日の調査もするのですが、平日と土曜であまり

変わりません。 

 ものすごく変わるのではないかとおっしゃる

かもしれませんが、割合的にも変わらないと思

います。利用圏域を調べても、属性の構成を調

べてもあまり変わりません。ですから、平日と

土曜、使っている人たちは変わっているかもし

れませんが、全体としては変わっていないのか
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なと思っています。 

 ですから、地方都市なので、１人で子供たち

が図書館に来るというのは、なかなか交通的に

不利なところもあるのですが、この愛知川はほ

んとうに子供たち同士で来ていました。 

 この愛知川も大変皆様よくご存じだと思いま

すけれども、徹底した地域資料の収集で大変有

名になった図書館です。この下が折り込みチラ

シです。新聞に入っている折り込みチラシを毎

日集めました。 

 これはなぜこんなことをされているかという

と、求人広告もありますが、要は、このまちの

中で出されている紙媒体の資料という資料を全

て集める。これは大変新しくできた図書館なの

で、今まで歴史があったわけではないのです。

まあ、当然、歴史はあったと思いますけれども、

今から20年、要はこの折り込みチラシも今は価

値がないかもしれないけれども、20年集め続け

ることによって価値が出てくるのではないか。

20年後の人たちが、ひょっとしたら地域の研究

をしたりするときに使われるのではないか。だ

から今からずっと集めている。 

 「まちのこしカード」で、いろいろな今の愛

知川の状態を一生懸命集めたと言います。当然、

子供たちが小学校で総合学習とかで、授業で取

りまとめた冊子も、職員の方々が学校へ行かれ

て集めています。ですから、それはちゃんとラ

ベルが貼られて、地域資料のところにちゃんと

置いてある。 

 徹底してそういった地域資料が集められてい

るということで、子供たちにも大変親しみを持

って使われるのではないかと思いましたので、

そういった意味で、いろいろな活動で有名な図

書館ですけれども、子供たちから大変支持を受

けている図書館だということで、私は大変注目

しております。それは多分フィールドアスレチ

ックによるものではないかと思っております。 

 それから、これは滋賀県にある野洲という図

書館です。これは蔵書冊数が30万冊なので、そ

れほど大きいということではないのですが、こ

こで調査していると大変ユニークな結果が出ま

したので、ご紹介したいと思います。 

 これは４分の１円の建物で、この周りがカウ

ンター席になって、大変眺めのよい図書館にな

っています。この真ん中のところ、カウンター

の前のところに雑誌コーナーがありまして、こ

こが天井が高くなっていて、大変明るくなって

います。 

 そこの雑誌コーナーが一番人がたくさんいる

のですが、そのときのアンケートで、なぜその

場所を選んでいるかということを聞いています。

そうすると、ここに座った人たちは、人がいる

からだという理由を答えています。当然、雑誌

を読みたいとか、そういった理由もあるのです

が、人がいるから座るということです。 

 結構、ざわざわしている、スターバックスの

ような、ああいったカフェの中で仕事をされて

いる方がいらっしゃいますよね。私はああいう

ところで仕事はできないですが。それはなぜか

というと、周りがざわざわしているので、匿名

性というか、紛れ込んで逆に落ちついている、

あるいは周りが動いているものをぼんやり眺め

ていたりすると落ちつく。 

 結局、静けさだけが落ちつく空間ではなくて、

人がいるからこそ、落ちつける。別にここで何

かワイワイ、ガヤガヤしゃべっているというわ

けではないのです。でも、カウンターがここに

ありますので、本の貸し出しのやりとりだとか、

そういった声は何となく聞こえています。それ

が、そのままエントランスから入ったところの

雰囲気になっているんです。 

 ですから、こういったところに大変落ちつい

て座っている方々が多いなと。要は、図書館の

中に都市的な空間が出てきているということが

考えられました。今まで図書館というのは大変

静かな空間ということで計画されることが多か

ったのですが、そういったにぎわいの空間、要

は人がいるからこそ逆に落ちつくみたいなこと

で、ここに座っている人たちもいらっしゃる。 

 では、どれぐらいいるのかと言われると、そ

んなに多くない。大体10％ぐらいですので、多

いかと言われると多くないかなと思いますが、
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でもそういった方々がいらっしゃるということ

は、これから大切になるのではないかと思って

いまして、ですから、静かな空間だけではなか

なかもう処理できなくなっているのではないか

と思います。 

 そして、今まで３つお話ししてきましたけれ

ども、小さな図書館でも地域の方々に大変使わ

れていて、地域のサロンとして使われている。

そういった図書館も私は必要だと思いますし、

中規模で子供たちが大変、にぎやかに遊んだり、

図書館を使って勉強したりと、そういった学び

の広場としての図書館もあるだろうし、あとは

少し大きな図書館になってくると、やはりにぎ

わいの場所もできてくる。そういった図書館の

中に都市的な空間が必然的に生まれてしまって

いるということもあります。 

 それぞれいろいろな役割があって、全ての図

書館でそれを全て満たさないといけないという

ことではないと思います。だから、各図書館で

何が求められていて、どういう役割を果たすべ

きかということを考えられて、そういった場所

を提供していくことが大事かと思っています

〈図８〉。 

 

〈図８〉図書館規模と「場」としての役割 

 １つ、先ほど言いましたように、静的な静か

な空間だけでは、少しにぎやかな動的な空間へ

の対応もなかなかできないので、静かな空間だ

けではもうだめではないかとも思っています。 

 だからといって騒いでいいというわけではな

いですが、ちょっと話してもいい空間をつくっ

ておけば、逆に静かにちゃんと読める。静かな

空間もちゃんと用意してあげると、それで何か

使い分けができるのではないかと思っています。 

 そういったものを地域それぞれに特色を生か

して計画していただけるといいのではないかと

思っております。 

 

３ 相対的な図書館の使い分け利用 

 次が、相対的な図書館の使い分けです。滋賀

県は図書館活動が大変盛んな地域で、私は三重

大学で、三重県にいたときから滋賀県の調査を

させていただいて、愛工大に行ってからも滋賀

県を何回か調査させていただいています。ここ

は東近江市の図書館のお話だけなのですが、大

変ユニークな使われ方が見られましたので、お

話ししたいと思います。 

 こちらは東近江市です。元八日市市が真ん中

にありまして、この八日市市を中心とした１市

６町が合併してできたまちです。これが琵琶湖

ですね。琵琶湖のここに東近江市があります。 

 滋賀県は、中心的には八日市が一番蔵書が多

くありまして、先ほども言いましたが、私は日

図協の施設委員も拝命しておりますけれども、

そこの図書館建築賞というものもいただいてい

る施設です。建設されてから大分時間はたって

いますけれども、当時は建築賞をいただいた図

書館です。 

 そのほか、永源寺図書館です。これは切り妻

のお屋根で、ちょっとぼやけていますが、お話

し室です。トトロの部屋と言われております。

大きなトトロのぬいぐるみが横に置いてあるの

ですが、子供たちはここをトトロの部屋と呼ん

でいました。 

 愛東図書館です。この図書館は実は一度閉鎖

されました。合併したときに、１市６町ですの

で、東近江市に７館できたわけですが、市の担

当者としては多分７館も要らないだろう、５館

ぐらいでいいのではないかということで潰され

て閉館になりました。 

 でも、閉館になった後も、地元の方々から声

が上がって、やはりつくってくれということで、
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元の場所ではなくて、少し規模が縮小されまし

たけれども、違う場所でまた愛東図書館が復活

しました。 

 それから、これは湖東図書館です。切り妻屋

根の大変ユニークな図書館です。これは図書館

建築賞をもらっていて、この湖東図書館ができ

た後、全国に平屋建ての切り妻図書館がいっぱ

いできたと思います。それぐらい大変リーダー

的になった図書館です。 

 それからこれが五個荘図書館です。近江商人

発祥のまちで、多分、今はこれはもうなくなっ

たと思います。中学校と合体したと思います。

中学校の学校図書館と市の図書館分館が地域館

として合体して、それで１つできたのではない

かと思います。この図書館はもう今は使ってい

ないと思います。私たちが調査したときはこれ

を使っていました。 

 それから、能登川図書館です。能登川図書館

は大変大きな図書館で、博物館の隣にあるよう

な図書館です。 

 それから最後に蒲生図書館です。多分、ここ

が一番最後にできた図書館ですが、合併をしま

したので、庁舎だった建物の窓口業務があった

ところをそのまま図書館に転用、建築的にはコ

ンバージョンと言いますけれども、コンバージ

ョンした建物です。 

 この７つの図書館で、実は同じ時期、１日で

７館調査することは無理だったので、２回か３

回に分けまして、各週２、２、３か、違います

ね、３館と４館だったかな……、要は２週か３

週かに分けて調査をさせていただきまして、そ

れぞれ同じ日に２館とか３館調査していまして、

同じアンケート用紙でやっています。それぞれ

聞いていますので、同じ日に２つ以上の図書館

を使っている方々もいらっしゃいました。 

 これがそのときの調査の結果をまとめたもの

です〈図９〉。八日市の図書館が一番蔵書冊数が

大きくて、能登川の図書館が次に大きな図書館

ですが、ほとんどが能登川と八日市の図書館だ

けを使っているのかというと、これは全然そん

なことはなくて、実は一番遠く離れている永源

寺という図書館も、能登川から使っていたりし

ます。 

 これは逆に、蒲生から能登川に行っていたり、

能登川の人が蒲生の図書館を使っていたり、結

局小さいところ同士も使っていたり、大きい図

書館のある人たちが小さい図書館を使いに行っ

ていたりします。 

 結局、大きい図書館ばかり使うというわけで

はなくて、この７つの図書館をそれぞれいろい

ろな人たちが複雑に移動していたということが

わかりました。 

 

〈図９〉東近江市における図書館利用パターン 

 では、なぜこの人たちはその図書館を使って

いるのかということをちょっと見ていきたいの

ですが、この東近江の図書館は、それぞれが大

変特徴のある、ユニークな図書館ですので、そ

れをそのまま生かそうと考えられました。 

 要は八日市というのは大変蔵書が多いので、

それは蔵書の拠点となります。 

 永源寺というのは、これがなぜかわからない

のですが、遠く離れて一番端っこにあるのです

が、ものすごく人気があるんです。新しいとい

うのもありますし、中の雰囲気が大変よいとい

うのもありまして、中身としては、「食」と「農」

というテーマで蔵書が集められていました。 

 愛東図書館は、実は大変ホスピタリティーあ

ふれる、大変優しい職員さんがいらっしゃいま

して、その人の対応がよいということで来られ

ています。 

 湖東図書館は、ＣＤとかＤＶＤがこの中で一
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番よく集まっているのです。ですから、湖東図

書館はＣＶ、ＤＶＤを充実させる。 

 能登川は、その地区の中に病院がありますの

で、医療に関する本をここに重点的に置くとい

うように、各蔵書を少し分けられています。 

 そうしますと、利用者の方々になぜその図書

館を選んでいるかということを聞くと、その図

書館の特徴的なものをやはりちゃんと選んで使

われていることがわかりました〈図10〉。 

 

〈図10〉各館の特徴と利用者意識 

 ですから、例えばＣＤとかＤＶＤを観たいと

思えば湖東の図書館だし、ちょっと絵本、ある

いは本を静かな環境で読みたいと思うと、永源

寺のほうになるわけです。ちょっとこういう本

がないか探したいと思うときは、蔵書が大きい

ところなので八日市に行く。 

 要はそういう形で、この地区外の人たちが利

用するときには、それぞれそこのものをちゃん

と選んでいるということがわかりました。 

 これが追跡調査の軌跡です。このときに能登

川と永源寺は追跡調査というのをさせていただ

いていて、これは40人ぐらいを一人一人実は追

いかけているのですが、こういうふうになりま

す。 

 ここで何が言いたいかというと、この赤く示

しているところ、人がよく通っているところで

す。こういう本棚、書架がほぼ同じように並ん

でいるのですが、皆さん通るところはやっぱり

決まってくるということです。 

 あとはその本を探すために書架の間を抜けて

いくということがわかりましたので、今回のこ

の使い分け利用とは関係ないのですが、こうい

った追跡調査をすると、人がどこを通っている

のかがわかります。 

 これは災害時に大変大事な話になってきます。

要は、今、大変地震が多くなっていますが、地

震が起きたときに、皆さんどこを通って逃げる

かというと、みんな普段通っているところを逃

げるんです。ですから、この赤いところから逃

げていきます。出口がそばにあるのに、そこを

出たら出口があるのにと思っているのに、人間

がパニックになる心理としては、普段通ってい

るところに戻っていきます。ですから、要する

に普段よく通っているところは最大限安全にし

ていただきたいということ、これはちらっと今、

お見せします。 

 これは愛東図書館です。愛東図書館で大変特

徴的だったのが、ちょっと写真は撮れなかった

のですが、高齢者の男性がお一人で歩いて来ら

れまして、ここにコーヒーの飲める、インスタ

ントコーヒーのポットが置いてあるのです。そ

れはサービスで置いてあるもので、そこにこの

人は来られて、ここでコーヒーをジャージャー

っとつくって、ここへ座って、47分間、この職

員さんと話して、それで帰ってきました。デイ

サービスです。（笑） 

 だから、この人の今日の目的は何かといった

ら、話しに来たんです。職員さんと話をしに来

た。これは暇なとき、午前中のあまりお客さん

がいらっしゃらないときに来られて、47分間、

しゃべって帰っていきました。でも、この人は

本をどこで借りるかというと、八日市の図書館

とかそういったところで借りていきます。今日

はだからここに、要するに職員さんとお話をし

に来ているんです。これが図書館のサービスな

のかと言われるかもしれませんが、僕はこれは

いいと思っています。 

 今日は、お話を持っていけないのですが、実

はちょっとひきこもりになった子供がいらっし

ゃって、その子供を少し社会復帰させていきた

いと。ですから、ちょこんとこの辺に座らせた
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い。ですから、ちょっとじっと見守ってくれな

いかということがあって、その後、大丈夫だと

いうことで、その人はそこに来てずっとぽつん

と１人で座っているだけなのですが、それが社

会復帰なのです。 

 そういった場所としてもありますので、要す

るに図書館の役割というのはいろいろあるので、

それだけでは困りますけれども、数あるいろい

ろな図書館の中でそういった役割を担うという

のも、僕はあってもいいと思っております。 

 これが愛東の図書館から永源寺へ行った人た

ちです。これは同じく愛東の図書館ですが、実

はこの後、永源寺図書館でもこの親子は目撃さ

れています。この子供はここにちょこんと座っ

ています。このときお母さんは実は本を探され

ていました。そのときにこの職員さんは、見守

っているだけです。要はここは保育園、児童館

のような感じになっております。 

 この職員さんは、大変優しい感じの何でも話

していただける感じの職員さんなので、愛東図

書館は職員の対応がよいというので皆さん来ら

れています。 

 永源寺は、発表会というものを行っていて、

このときは「みんな展」という地元の子供の作

品展でした。この永源寺というのは、地域の人

たちのこういった生涯学習の活動の発表場所と

して使われていました。従来、こういったもの

は美術館であったり、公民館でされるのですが、

実はこういうことを図書館でどんどんこれから

やるべきだと思っております。 

 なぜかというと、行きやすいです。全く行き

やすいです。入るときに何の抵抗もなく入って

こられて、その会場を見て、帰っていくときに

も、特に何か言う必要もないし、さっと帰れま

す。ですから、こういった展示会、学習の発表

活動といったものは、どんどんこれから図書館

でされても私はいいと思います。 

 

〈図11〉本館・分館の使い分け 

 本館・分館の使い分けというものは、近くの

小さな分館、大きな本館にたまに行くというの

が、今までの使い分けだったと思いますが、今

回の東近江を見ると、そうではなくて、大きい

図書館は大きい図書館、小さい図書館は小さい

図書館なりに、ちゃんとその特徴を持ったサー

ビスを行えば、利用者はちゃんとそれをわかっ

て選択しています。ですから、この選択肢をそ

の地域の中にたくさん用意するということが大

事なのではないかと思います。 

 

〈図12〉相対的な選択利用行動のモデル図 

 なかなか難しいかもしれませんけれども、全

ての図書館で全て同じサービスができるかとい

うと、それは現実問題なかなか難しいと思いま

すので、そうすると、小さい図書館は小さいな

りに、大きい図書館は当然大きい図書館なりに、

要はそういった各それぞれが特徴を持ったサー
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ビスをすれば、その地域の人たちがそれを選ん

でくれる。 

 でもこれも大変残念ですが、やはり車なんで

す。車で移動することが前提になっています。

これは大問題としてあります。地方都市はほと

んど車で動きますので、10分、20分ぐらいだっ

たら平気で動きます。10キロぐらいだったら全

く関係なく動きます。 

 話が脱線して申しわけないですが、東日本大

震災で被災した南三陸町というところで実は調

査をしました。そうすると、１時間くらいかけ

て30キロ離れたところから来て、20分だけ滞在

して帰っていきました。そういう人たちは１事

例ではないです。４組ぐらいいらっしゃいまし

た。 

 要は、地方に行けば、車で移動するというこ

とで、距離の抵抗感が全くありません。それを

前提にするのがいいのかどうかというのはある

と思います。それはまた議論があるところだと

思いますけれども、同じような施設でサービス

するのではなくて、ちょっと特徴を持ってやる

というのも一つあるかと思います。 

 

４ 大学図書館に対する図書館像 

 次、後半戦です。ようやく大学図書館に行き

たいと思います。飛ばしていきたいと思います。 

 大学図書館は先ほど最初にお話ししましたよ

うに、ラーニングコモンズというものを求めら

れ、つくられてきております。どちらかという

と国公立大学を中心に進められております。私

なんかは自分が今愛知工業大学という大学にい

ますので、研究者をばんばん育てるような大学

ではないわけです。 

 要は、その地域の教育力を支える、あるいは

そこの地域で働く人たちを育てる、そういった

大学から、当然ノーベル賞を輩出するような大

学までさまざまあるわけです。そのさまざまあ

る中で、そのラーニングコモンズというのは全

部同じつくり方でいいのかというのがありまし

て、これは地域の公共図書館と同じで、やはり

求められているものが違うので、各大学図書館

もつくり方が違うのではないかということで、

今、調査をしております。 

 今日は公共ということでお話ししていますが、

今、大学図書館９館の調査をやっています。最

初は愛知工業大学と大手前大学、これは兵庫県

の西宮にある大学です。神田外語大は千葉の幕

張です。国際基督教大学は東京です。要するに、

関西、東海、関東。それで全部私立です。文系、

理系、外大など、いろいろな大学をやりまして、

このときはラーニングコモンズがない大学を選

んで調査しています。 

 

〈図13〉研究の背景と目的 

 これは愛知工業大学です〈図14〉。愛知工業大

学は、実は40年近くたっている古い大学で、６

層の積層式書架があり、延べ床面積3,800平米で

すが、蔵書が30万冊という、結構ぱんぱんな図

書館になっています。 

 

〈図14〉愛知工業大学附属図書館 



 -15-

 大手前大学のこれはメディアライブラリ、Ｃ

ＥＬＬと言いますけれども、大変特徴的なのは、

ここはそんなに大きなキャンパスではないです

が、キャンパスのど真ん中に図書館が計画され

まして、この開架室の横に小さな小部屋が回っ

ています。これをＣＥＬＬと言います。これは

小文字のｃｅｌｌ、要は細胞という意味のｃｅ

ｌｌです。開架閲覧室の周りに小さな小部屋が

いっぱいついていて、図書館が開いている６時

半までは、図書館の中から使えます。これは夜

９時まで使えるのですが、夜９時から今度は外

廊下です。外の廊下がありまして、この外の廊

下から鍵を図書館のカウンターで借りて使うと

いう、ちょっとユニークな図書館になっていま

す。これをＣＥＬＬと言います。 

 これは神田外語大学です。神田外語大学は、

１階に図書館、２階にＭＵＬＣという、多言語

コミュニケーションセンターと言いまして、い

ろいろなお国の民具が置いてあり、ここにネイ

ティブの先生とか留学生たちが必ず交代で１人

いらっしゃるんです。外大というのは、ネイテ

ィブの先生と話すことが一番勉強になるらしい

ので、図書館の上にそういった多言語コミュニ

ケーションセンターができました。 

 一番大きいのは、本当は英語圏ですが、英語

はこの図書館の前に実はつくられてしまってい

て、これは英語以外のお国の言語の施設が入っ

ています。これは神田。 

 これはＩＣＵです。私たちが調査をさせてい

ただいたときは、実は眞子様がまだいらっしゃ

いました。佳子様ではなくて、眞子様です。耳

にイヤホンをつけている屈強な人たちがいっぱ

いいました。写真を撮るとよく怒られるのです。

「僕たちは建築の関係ですけど」と言っても、

全然関係なくて、「人間を撮っているじゃないか」

と怒られました。これがＩＣＵです。 

 こちらも同じように、滞在のアンケートをし

て調査をしました〈図15〉。大学図書館もあまり

公共図書館と変わらないです。滞在時間は10分、

20分が多いです。やっぱり本を返しに来ている

とか、ある本だけを探しに来ているとか、そう

いった人たちの利用が多くて、20分、30分が多

いのですが、逆に公共と違うのが、この90分あ

たりのところに１つ山が、各大学でできていま

す。 

 

〈図15〉大学図書館における滞在時間別の来館者分布 

 今、大学の講義が１コマ90分です。ですから、

多分１コマ授業があくと、ちょっと休憩がてら

来ている人たちがいて、その人たちがいるので

このあたりちょっとピークが出ているかと思い

ますけれども、平均滞在時間としては60分ぐら

い。これもあまり公共図書館と変わりませんで

した。 

 逆に４時間以上勉強とか、５時間以上勉強は、

ＩＣＵはいらっしゃるのですが、ほかはあまり

いない。勉強していないというわけではないの

ですが、そういう人は比較的いなかったという

ことです。 

 あとは、公共図書館で誰と来ているかという

ことを調査すると、実は個人単独で来ているか、

グループで来ているかと言われると、公共図書

館は先ほどお話ししませんでしたが、半分半分

です。50％、50％です。単独の人50％、家族同

伴50％です。 

 でも、大学図書館は、圧倒的に個人利用が多

いです〈図16〉。もう７割ぐらいが個人です。Ｉ

ＣＵは特に90％を超えています。１人で勉強し

に来ます。ここだけがちょっと異常なぐらい勉

強していますね。やっぱりちょっと違うなと。 

 でも、利用頻度は、週に１回ぐらいまで含め

ると、ほぼ80％か90％なので、非常にリピータ
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ーが多いです。ですから、大学図書館はさらに

公共図書館よりもリピーターがいる。ですから、

図書館を使っている学生はほんとうによく使っ

てくれているのですが、使っていない学生はほ

んとうに使っていません。これは大学図書館と

しても、やっぱりもっと図書館を使ってくれる

ようにということで、いろいろ悩まれているこ

とが多いと思います。 

 

〈図16〉大学図書館利用の実態 

 先ほど公共図書館でも見ていただきましたが

〈図６〉、こちらが大学図書館の着座行為率と座

席占有率です〈図17〉。これを見ていただくとわ

かりますが、着座、座っている人の数です。ち

ょっとばらつきがありますけれども、ＩＣＵな

んか見ていただくと90％ですね。平均で94％。

もうほぼ座っています。みんな座っています。 

 

〈図17〉大学図書館での滞在場所 

 ですから、これは何を指し示しているかとい

うと、公共図書館は本を借りるために本を探し

ている人たちがいるのですが、大学図書館はみ

んな座って勉強しているので、着座、要は座っ

ている人たちが大変多いです。 

 昔、文科省の基準で、学生の定員の10％の閲

覧席をつくるという基準がありました。それは

もう今はなくなったのですが、それでもやはり

着座する人たちが大変多いということがわかっ

ていただけます。 

 座席占有率です。これは試験期ではないので

すけれども、20％ぐらいしかありません。です

から、ほぼ空いている。でも、試験のときはほ

ぼ100％近くなります。ですから、大変席がたく

さんあり過ぎて、がらがらになっている感じ、

ちょっと寂しい感じはします。 

 次は愛知工業大学をちょっと見ていただきた

いのですが、公共図書館では男性、女性と分け

ましたけれども、実は大学図書館では、ラーニ

ングコモンズもありますので、しゃべっている

か、しゃべっていないかに絞っています。グル

ープというのは僕たちが調査したときに、しゃ

べっている人たちとしかわからないので、要は

しゃべっている人たちが赤くなっています。 

 それでちょっとまたつくりますと、これは愛

知工業大学の２階のところですが、これは１人

で勉強している人ですね。ここで一番問題なの

は、静かに勉強している人たちの横で、結構赤

い人たちが……。ここなんか結構赤くなってい

ますが、要はしゃべっているんです。要は、静

かに勉強している横でしゃべってしまっている

というふうになっていまして、ちょっとそのし

ゃべっている人たちと静かに勉強している人た

ちが混在しています。 

 今度はメディアライブラリ（ＣＥＬＬ）とい

うところを見ていただきますと、これは１階の

ほうです。１階はどちらかというと天井が高く

て、ここのカウンターで実はノートパソコンを

貸し出しています。この８人がけのテーブルの

中でも、ノートパソコンを開いて結構みんなで

話し合っていました。 

 こういう部屋を借りて議論する人たちもいれ
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ば、この大テーブルでノートパソコンを広げて、

みんなで集まって議論している。要はそういっ

たラーニングコモンズ的な使い方が、開架閲覧

室全体で行われているという形です。 

 今度はメディアライブラリ（ＣＥＬＬ）の地

階です。地下階は実は開架ですけれども、固定

棚がずらっと並んでいて、どちらかというと閉

架書庫に近い状態になっています。そこにカウ

ンター席だけが置いてあるのですが、赤い人は

ちょっといましたけれども、ほぼ青くて、静か

な環境でした。 

 ですから、愛知工業大学の場合は、しゃべっ

ている人と勉強している人が混在していますが、

このＣＥＬＬのほうは、しゃべっているのが１

階、静かに勉強したい人は下というふうに分か

れています。ですから、明確に分けるというの

が一つ大きな考え方としてあるかなと思ってい

ます。 

 これは神田外語大学のところですけれども、

これはこんな感じで、ちょっとパビリオンみた

いになっているんです。ちょっとこれはやり過

ぎかなと私は思っているんです（笑）。何かアミ

ューズメントパークのような感じがしまして、

でも、大変しゃべっています。結構会話してい

て、にぎやかに使われていました。 

 ここでちょっとおもしろかったのは、大学図

書館と公共図書館では何が一番違うかというと、

実は公共図書館は窓際の席とかに大変人が集ま

るのですが、大学生はああいうところをあまり

使いません。どちらかというとキャレル席とい

う、閉じた、自分の作業に集中しやすい、この

真ん中の席ですが、ここに集中しています。 

 ここは窓際のすごくきれいなガラスのカーテ

ンウォールがあって、そこは全然、人が座って

いないのです。人がいない。あまり座らなくて、

どちらかというと、自分で勉強、作業したいの

で、そういったことに集中できるところとして、

こういうところを使っています。 

 これがＩＣＵです。ＩＣＵはこのパソコンエ

リアです。ここが古い図書館で、このオスマー

館が新しくできたところですが、そこは旧図書

館のところに本棚があるので、新しくつくった

ところは地下に自動出納を入れて、上はパソコ

ンだけという構造になります。このパソコンの

ところがすごい人であふれ返っておりました。 

 でも、この旧図書館のほうは、窓際に人がい

っぱいいます。では、先ほど言ったのと違うで

はないかと怒られたらまずいなと思ったので、

ちょっと写真をつけましたが、この窓際が実は

キャレル席なんです。隔て板と言うのでしょう

か、そういうものがあるところでみんな勉強し

ているのです。 

 ＩＣＵは大変静かでした。私たちの「アンケ

ートをお願いします」という声だけが響いてい

る（笑）。もうほんとうに申しわけない感じで調

査をさせていただきましたけれども、大変いい

調査結果が得られたと思っております。 

 あとは、大学で文系、理系、関西から関東ま

でいろいろな地域でやっていますが、デジタル

資料とアナログ資料の使い分けについて何か差

があるかというのを見てみました〈図18〉。 

ほとんど差はありません。結局、アナログ資

料は深く理解したいときに使うし、デジタルは

やはり短時間で調べたり、昔のデータを知りた

いというときに使うと。 

 

〈図18〉アナログ資料とデジタルの使い分け 

 彼らはそういうふうに使い分けてやっていま

す。ですから、まだ大丈夫かなと思っておりま

す。デジタルだけに頼っているということもな

い感じです。アナログの文献もちゃんと見て調

べていることは、ちょっと安心をしました。 
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 一方、各図書館で何か要望あるかとお聞きし

ました〈図19〉。 

 

〈図19〉大学図書館における図書館に対する要望 

実は、愛知工業大学はパソコンがちょっと少

ないものですから、パソコンをもっと増やせと

言うのではないかと思ったのですが、全然要望

として上がらないんです。本はもう腐るほどあ

るのですが、まだ言っています、専門書を充実

せよと。 

 逆にＣＥＬＬというのは、先ほど言いました

ようにノートパソコンを貸し出ししていたり、

デスクトップのパソコンも沢山並んでいるので

すが、もっとパソコンを使わせろと言っていま

す。 

 結局、こういったところを見ると、要は自分

たちが受けているサービスに対してでないと要

求というのは上がらないことがわかりました。

提供されている、要するに享受しているサービ

スに対して高くなって、受けていないサービス

については要求がわからない。パソコンの便利

さがわからないということではないと思います

が、やっぱり使っていないとわからないんです

ね。 

 ですから、享受していないサービスに対する

需要は掘り起こされない、これは大変僕たちは

大事なことではないかと思っています。結局、

面積が小さいから、あるいはお金がないから、

このサービスは諦めようかと、そういうことを

やると、やっぱりそのサービスに対して掘り起

こされないわけです。 

 だから少なくてもいいので、やはり偏りなく

サービスというものは提供しないといけない。

その強弱はあってもいいと思いますが、やはり

全くないとかゼロというのはまずいのではない

かと思いまして、それはこの大学図書館を調査

したことによってわかったことでした。 

 あとは、静かにするかどうかという話なので、

やはり階を変えて静かなゾーンとか、しゃべっ

てもいいフロアとか、あとは吹き抜けで分ける

とか、そういったことを明快にしたほうが、彼

らも使いやすいのではないかということがわか

りました。 

 

〈図20〉サービスの提供と利用者の需要の掘り起こし 

 

５ 図書館の多機能化とゆるやかな機能連携 

 では、最後のお話をしたいと思います。最後

は幾つか公共と大学、少し混ぜてお話しします。 

 塩尻にある、「えんぱーく」という大変ユニー

クな、これは複合施設です〈図21〉。それも複合

の仕方がユニークで、壁でエリアとエリアの仕

切りがありません。要は、図書館、子育て支援、

シニア活動、ビジネス支援などいっぱいあるの

ですが、部屋として区切られていません。要は

空気が全部つながっている感じです。ですから、

複合という意味では新しい複合の形かと思って

います。 

 駐車場がこの３階のこちら側にあります。こ

れです。図書館は図書館、あとは休憩スペース

と呼ばれる共用部というか、そういったものが

大分充実しておりまして、そちらにもテーブル
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がいっぱい置いてあって、いろいろな人たちが

そのフリースペースと言われるところでいろい

ろな活動をされている図書館です。 

 

〈図21〉塩尻市立図書館（えんぱーく） 

 これは愛知県の一宮にできましたｉ－ビルで

す〈図22〉。これはＪＲの尾張一宮駅の隣にでき

ました。コンコースのプラットホームの高さと

同じ高さにシビックテラスという、大変大きな

半屋外空間があります。３層吹き抜けの大変大

きなテラスがあります。 

 これは実は駐車場がちょっと少なくて、図書

館利用者は１時間は無料なのですが、それ以降

は30分で100円ずつ課金されていきます。 

 

〈図22〉一宮市立図書館（i－ビル） 

 これはどちらかというといろいろな施設が入

っていて、壁で仕切られているタイプです。要

するに、図書館、何とかというのがきっちりと

壁で区画されています。 

 これは、住所をお聞きしているのでそれをプ

ロットしたものです〈図23〉。一宮というのは駅

に隣接していて鉄道もありますので、利用圏域

はもっとものすごく広がっているかと思ったら、

実はあまり広がっていなくて、この図書館中心

に集まっています。 

 

〈図23〉利用圏域の広がり 

 逆に塩尻のほうが、点は少ないのですが、遠

い松本市のところからも来られたりしていて、

意外と利用圏域としては広がっているというこ

とがわかりました。 

 これは、なぜそんなことを持ってきたかとい

うと、実は交通手段です〈図24〉。 

 

〈図24〉交通手段と利用者層の割合 

やはり塩尻は車が64％です。今まで過去の愛

知県だとか三重県とか滋賀県とか、そういった

調査をしたとき、大体７割ぐらいが車で来てい

ます。多分、東京とか関東のエリアの方々は、
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そんなに多いのかと思われるかもしれませんが、

とても多くて、車が８割のところなんです。 

 ほぼ車で来るのが当たり前となっているとこ

ろで、一宮は40％しかいない。やはりこれは駐

車場問題が大きく影響していると思います。こ

の駐車場問題が誰に影響しているかというと、

実は主婦層にあらわれていて、一宮は主婦層が

ちょっと少なくなっています。逆に何が増えて

いるかというと、高齢者の方々が大変増えてい

ます。要は駅に近い人たちが集まってきて、新

聞を読んでいるとか、雑誌を読んでいるとか、

ＤＶＤを観ています。 

 主婦層は子供を連れてきてくれる、大変大事

な役割を担っているのですが、お母さんたちが

減ると、実は子供たちも減ります。だから、ち

ょっとだけですけれども子供も減っています。 

 ですから、やはり中央館としてはいろいろな

人たちに来ていただきたいというのもあります

ので、地方都市である車の問題というのは避け

ては通れないと思っております。駐車場問題で

何が問題かというと、要は利用者層に偏りが生

じてしまうということです。要は利用者が来な

くなるということが大変よくないと思っていま

す。そういったことがないようにしていただき

たいと思います。 

 これが巡回プロット調査です。 

 子育て支援センターがあって、児童コーナー

の横に福祉課があります。これは大変ユニーク

ですが、僕らが観察したときでは、子育て支援

センターの中ではすごくピーチクパーチクにぎ

やかですが、外に出た瞬間にシーンとなって帰

っていくのです。 

 子育て支援センターから出て、児童開架で本

を借りて帰っていったという人は０人でした。

これは大変もったいないなと思います。アンケ

ートでは、実は使ったという人がいたのですが、

そのあと、逆のパターンが……。児童、開架で

借りてから使っている方がいらっしゃったかも

しれないですが、私たちがカウントしていた中

ではちょっとそれはなくて、やっぱりこれは多

分、話してはいけないという図書館の暗黙の了

解のような、それは大変図書館の魅力は魅力で

すが、もう少し会話も許容できれば、もっとい

ろいろな使い方ができるのではないかと、ちょ

っとここではそう思いました。 

 すごく僕は画期的だと思ったのです。もう教

育委員会のカウンターと福祉課のカウンターが

横に並んでいるので、それはすごいことだなと

思ったのですが、その辺が見えない壁があった

みたいで、ちょっと残念でした。 

 一宮は、この学習室が実は図書館の中にあり

ますので、沢山人がいます。もうぎゅうぎゅう

にいます。一方塩尻は学習室がありません。で

すから、彼らはどこで勉強しているかというと、

外で勉強しています。建物の共用部のところで

勉強している。ここは会議室ですが、このとき

は学習室として開放されていました。 

 図書館の中と共用空間でやっている行為は違

うということなので、複合施設の魅力というの

は、図書館の中と共用部でやる行為を分けるこ

とができるということです。要は飲食、あるい

はおしゃべりというものを、その外でしてもら

えればいいので、複合というものも、それほど

悪いことではないと思っております。 

 

〈図25〉プロット調査での行為割合 

 先ほどお話ししたように、駐車場の問題があ

るということで、利用者層の偏りが生じてしま

う。あとは学生が使うと非常に長くなるという

ことです。 

 このスライドは、皆様の資料にはないスライ
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ドですが、実は『図書館雑誌』1で、今年の４月

号に複合の建築の特集が組まれておりまして、

そのときちょっと私が書いた内容なのです。そ

のとき何を言ったかというと、実は複合施設調

査の際に、塩尻、田原の図書館では、図書館以

外の複合施設全体にアンケートを配って聞いて

います。 

 複合施設を使った人全員に聞くと、図書館を

使わないという人たちが15％いらっしゃいまし

た。意外と少ないと思いませんか。複合施設に

図書館が入っていると、意外と図書館を使う人

は多いです。８割ぐらいの人たちが確実に図書

館を使っています。 

 ですから、複合施設の中に図書館があると、

大半が図書館目的なのです。図書館は入れかわ

り立ちかわりたくさんの人たちが来られますの

で、要は、図書館が入った複合施設というのは、

それなりに人を呼び込む魅力がある。 

 でも、複合施設といえども、よい図書館を計

画しなければ図書館は使われないので、その複

合施設全体の利用率も下がるだろうと。だから

あればいいというわけではないのではないかと。

だから、私はきちっとした図書館をつくらない

と、多分図書館を使ってもらえないということ

があると思います。 

 

〈図26〉複合施設としての図書館利用 

 それから、「ついで利用」というものがありま

                              
1中井孝幸：複合施設内の図書館はどのような機能によって

利用者にアプローチすべきか,図書館雑誌,4月

号,p.222-225,2016.4 

す。ほかの施設と図書館を使っている人たちで

す。そのついで利用の人たちというのは、実は

普通は２割と言われています。20％ぐらいの人

たちがついで利用と言われています。だから、

あまり増えません。公民館とかホールとか一緒

に複合していても、ついで利用が増えることは

あまりなくて、大体２割ぐらいしかないのです

が、この塩尻は、実はそのついで利用者の人た

ちが３割を超えています。これは大変高いと思

っています。 

 このついで利用が３割と高いのは、実は壁で

仕切られていないというのが効果的ではないか

と思っておりまして、これはまだ今後の課題で

す。 

 時間がもう来ましたね。ちょっと飛ばしまし

ょうか。 

こちらの東京女子大学はマイライフ・マイ・

ライブラリーという、ラーニングコモンズでな

いものを整備されています。 

こちらは明治大学和泉図書館です。今、日本

で最先端の大学図書館と言われています。この

開発の企画が、「図書館に寝に来い」だったので

す。寝に来ていいということで、このリクライ

ニングソファという、ほんとうに寝る用のソフ

ァが置いてあるのです。 

こちらは滞在時間の調査で、ここはやっぱり

変わりません〈図27〉。ほとんど同じです。 

 

〈図27〉複合施設としての図書館利用 

 これは明治大学の図書館ですが、ちょっとプ

ロットを見ていただくと、書架にほとんど人が
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おりません。２、３、４階とありますけれども、

ほぼ同じ状況です。結局、彼らは何をやってい

るか、彼らは本を読んでいないのか。そんなこ

とはありません。実は勉強しているところには

必ず本が置いてありますので、本も使っている

のですが、借りるための本を探している感じで

はないですね。勉強するための図書館なので、

やっぱり公共と大学ではちょっとそのあたりか

ら考え方が違うかなと思いました。 

 今度は愛知県の椙山の大学です。ラーニング

コモンズができました。改修です。 

 愛知学院も新しく改築されました。 

 名古屋学院は元々新しくつくっていました。 

 改修されましたので、改修前と改修後で何が

よくなったかということを聞いています〈図28〉。

そうしますと、椙山と愛学というのはラーニン

グコモンズのほうが高くなっています。 

 

〈図28〉改修後プラス評価された場所 

 では、何がよかったかといったときに、椙山

女子大学というと、「水分補給ができる」という

のが一番高くなっている。椙山の学生は乾燥し

ているのかよくわからないのですが（笑）。でも、

女子大学って結構厳しいのです。東京女子大学

もそう思いましたが、何かルールがやたらと厳

しかったです。基本的に飲食禁止なのです。ふ

たつきのペットボトルもだめです。 

 愛工大などは、蓋付であれば良いという感じ

でしたが、女子大学は結構やっぱり厳しいので、

その辺かなと思っております。 

あとはマイナス評価です。悪くなったところ

はどこかと聞くと、これもラーニングコモンズ

が高いのです〈図29〉。 

 

〈図29〉改修後で評価していない場所 

 これは圧倒的に分母の数が少ないので、大半

はよい評価をしてもらっているのですが、悪い

評価のときのラーニングコモンズが高くて、こ

れがやっぱり「うるさい」というのがあります

〈図30〉。やっぱり評価する反面、マイナスの評

価もあると。 

 今回、椙山は、実はラーニングコモンズだけ

ではなくて、ほかの階も改修しています。だか

ら静かに勉強できるところもつくったり、にぎ

やかなところもつくったりしていたのですが、

実は愛知学院はラーニングコモンズだけしかつ

くらなかったので、そこを使っていた人たちが、

自分たちの居場所がなくなっているというか、

場所がないんです。 

 

〈図30〉改修後で評価していない理由 
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 椙山は実は「場所がない」が減っています。

それはなぜかというと、違う場所に移動してい

るからです。要はこの人たちは移動できた。で

も、愛学は移動できなかった。この人たちはど

うするかというと、多分この人たちはもう使わ

なくなっていくのではないかと思います。です

から、改修によって利用者が減っていくという

のは大変残念だと思います。 

 あとは、ラーニングコモンズだから、みんな

喋るだろうと思われるかもしれませんが、そん

なことはなくて、１人で使っている人がとても

多いんです。結局、開架スペースでも１人、ラ

ーニングコモンズでも１人。結局、割合はあま

り変わりません。７割ぐらいの人たちは１人で

使っています〈図31〉。 

 

〈図31〉エリアごとの同伴形態 

 ですから、これはどういうことかというと、

滋賀県の野洲の図書館の話と同じです。要はざ

わざわしているところで１人で勉強するのがい

い人と、ほんとうに誰もいなくて１人で集中し

たい人とが分かれているということです。 

 結局、図書館の一番のメリット、図書館とは

何だと言われたときに、僕は１人で来られる施

設だと思っています。１人で利用できるという

のは、意外と図書館と公園ぐらいしかないので

はないかと思っていまして、要は１人で使う。

それはいろいろな身の置き方ができる。 

 あとはグループで使うことも可能です。その

かわり、グループでほんとうにしゃべりたい人

たちは、個室を選ぶのです。要は、１人で使い

たい、ほんとうにもう誰もいないところで勉強

したい人と、グループだけで、自分たちだけで

集中してしゃべりたい。ラーニングコモンズな

どでしゃべると周りの人たちがうるさいので、

自分たちが集中できない。ほんとうに集中した

い人たちは個室でしゃべります。 

 

〈図32〉ラーニングコモンズにおける居場所形成 

 要は、１人からグループ利用でも、各段階が

ある。今、６段階ぐらいあるのではないかと思

っています。これは学習空間に対する思いです

けれども、全部で６段階ぐらいあり、１人で使

うにも３段階ぐらいあるし、グループで使うに

も３段階ぐらいあるのではないかと思っていま

す。ですから、いろいろな場所を提供するとい

うことが大事です。 

最後です。 

 島根県の海士町に図書館があります。これは

隠岐の島の本土から60キロぐらい離れていると

ころで、私も行きましたが、台風が来て帰れな

くて２泊ぐらい延泊しました。もうフェリーが

ないと何もできない、ほんとうの島です。これ

は島まるごと図書館構想という、大変ユニーク

なことをやられておりまして、14館、全部の図

書館を調査してきました。 

 14館もありますので、全部に人を配置するこ

とはできなかったのですが、海士町の中央図書

館のほか、保育園や学校などに分館があります。

高校は「島留学」というちょっと変わったこと

をやっています。 

 ここは何が魅力かというと、もともとカキの
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養殖で、イワガキというのは大変傷みやすくて、

なかなか遠くへ出荷できなかったのですが、冷

凍の仕方によって遠くへ出荷することができる

ようになって、その冷凍庫、冷凍する機械を町

がつくります。町がそういったことを整備した

ことによって、ビジネスチャンスができまして、

Ｉターン組が増えたのです。そのビジネスチャ

ンスで何かやりたいと。 

 そのＩターンで来た人たちが、ここには図書

館がないという話になりまして、図書館をつく

れという話になりました。それで、どうしよう

かというときに、今町内の本はどこにあると聞

いたら、学校だと。だから、学校に職員を配置

しようと。まず保育園、小学校、中学校、高校

に司書を置きます。そこからスタートしました。 

 そこからいろいろな町の施設に、分館と称し

ている本棚に、本を置き始めて、最後に中央図

書館ができます。これはまるで日野のＢＭから

始まった、あの図書館のようなつくり方と同じ

です。そこからできております。 

 そのときに、小さな町なので、ここも車でし

かなかなか移動できませんけれども、中央館だ

けかと思ったら、そうではなくて、意外と分館

も使われております。島全体で各分館と中央館

といろいろな図書館を使っていて、特に課題と

しては、「島まるごと図書館構想」というものを

打ち出した後に移住してきている人たちが、図

書館の利用者の大半を占めています。だから７

割ぐらいが、その構想以後の人です。 

 以前の人たちはまだ利用が少ないということ

になっています。では、その人たちは使ってい

ないかというとそんなことはないです。その人

たちは分館をちゃんと使っていて、Ｉターン組

の人たちは分館も中央館も両方使っています。 

 今までの分館と中央館ではなくて、実はカフ

ェというか、100円のセルフで飲む、ただコーヒ

ーが置いてあるだけですが、それを飲みに来る

だけの人もいる。要するにこの海士町では、図

書だけではなくて、先ほどの愛東図書館のよう

に、人と話すとか、そういったことを目的にし

ている、我々はこれを「充実利用」と名づけて

います。要は図書館利用だけではなくて「充実

利用」、ほかのそういったコーヒーを飲む、友達

とお話しするということも図書館でやる、そう

いった場所として海士町の図書館は今使われて

います。 

 それから、あとは学校図書館でものすごく子

供たちは本を読んでいます。それは幼稚園、小

学校、中学校、高校まで、手厚く本をサポート

しているからです。 

これからこの学校図書館と公共図書館の連

携というのは、ひょっとして鍵ではないかと思

っていまして、これはまた今後、検証を続けて

いきたいなと思っております。 

 

〈図33〉まとめと今後の課題 

私はにぎわいの図書館があってもいいと思

っていますけれども、やはり図書館の基本的な

役割というものは、地域の課題解決であるとい

うことと、記憶の倉庫として歴史や文化を記録

していくことだと思っています。 

 それが今後50年、60年、要は今のことだけで

はなくて、20年、50年先のことを考えて、これ

から図書館というものを考えていくべきではな

いかと思っております。 

 大変済みません、オーバーしてしまいました

が、これで終わります。ご清聴どうもありがと

うございました。（拍手） 

―― 了 ―― 


